
み
ん
な
で
協
力

仲間の絆を強めて
組合を大きくしよう！
仲間の絆を強めて
組合を大きくしよう！
仲間の絆を強めて
組合を大きくしよう！
組合に未加入の仲間をご紹介ください !!

紹介された未加入者が
組合へ加入されたら、
３ヶ月経過後に紹介者へ
金一封を贈呈中。

組合の活動でリフォーム助成や
公契約運動が前進！

「声を大きく、団結を大きく」
して仕事とくらしを守ろう！

「きびしい今こそ仲間の支えあい」
多くの仲間の協力が必要です！

六
月
二
十
六
日
、
来
年
度
予

算
の
概
算
要
求
に
私
た
ち
の
要

求
を
盛
り
込
ま
せ
る
と
と
も
に
、

建
設
労
働
者
・
職
人
の
賃
金
・

単
価
引
き
上
げ
、
法
定
福
利
費

の
確
保
、
仲
間
の
仕
事
と
く
ら

し
を
守
る
た
め
、
中
央
総
決
起

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

梅
雨
の
合
間
の
猛
暑
の
中
、

会
場
と
な
っ
た
日
比
谷
公
園
大

音
楽
堂
・
小
音
楽
堂
に
は
四
十

九
組
合
よ
り
三
千
十
九
名
の
仲

間
が
集
結
し
ま
し
た
。
建
設
長

崎
か
ら
も
代
表
四
名
（
田
中
副

委
員
長
、
石
田
書
記
長
、
佐
藤

長
建
国
保
常
務
理
事
、
池
田
事

務
局
長
）
が
参
加
を
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
吉
田
三
男
執
行
委
員

長
よ
り
「
七
度
に
わ
た
る
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価
の
引
き
上

げ
や
、
建
設
業
に
お
け
る
「
働

き
方
改
革
」
の
動
き
、
新
担
い

手
三
法
の
改
正
、
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
等

が
進
ん
で
い

る
も
の
の
、

建
設
労
働

者
・
職
人
の

賃
金
・
単
価

が
大
き
く
改

善
さ
れ
た
と

は
い
え
な
い

状
況
が
続
い

て
い
る
。
ま

た
、
建
設
現

場
で
働
く
若

年
労
働
者
は

激
減
し
、
職
人
の
高
齢
化
が
進

行
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は

イ
ン
フ
ラ
等
の
維
持
・
保
全
す

ら
出
来
な
く
な
る
の
で
は
と
い

う
危
惧
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

若
者
が
建
設
産
業
に
入
職
で
き

る
環
境
を
作
っ
て
い
く
た
め
、

全
力
で
要
請
し
て
き
ま
す
。」

と
決
意
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
政
党
か
ら
の
来
賓

の
挨
拶
、
基
調
報
告
、
決
意
表

明
、
決
議
の
提
案
・
採
択
、
閉

会
・
ガ
ン
バ
ロ
ウ
と
次
第
に
従

い
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
、
地
元
選
出
の

国
会
議
員
に
要
請
行
動
を
行
い

ま
し
た
。
大
変
忙
し
い
中
、
西

岡
秀
子
衆
議
院
議
員
に
は
時
間

を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

地
元
選
出
国
会
議
員
へ

要
請
書
を
手
渡
す

【
要
請
先
】

（
衆
議
院
議
員
）

西
岡

秀
子
・
加
藤

寛
治

谷
川

弥
一
・
北
村

誠
吾

冨
岡

勉

（
参
議
院
議
員
）

金
子
原
二
郎
・
古
賀
友
一
郎

【
要
請
項
目
】

1.

国
民
負
担
の
増
大
に
考
慮

し
、
国
民
医
療
へ
の
公
費
助
成

を
拡
充
し
て
く
だ
さ
い
。

2.

二
〇
二
〇
年
度
の
国
保
組

合
へ
の
国
庫
補
助
は
、
自
然
増

等
を
含
む
医
療
費
の
伸
び
を
勘

案
し
て
、
現
行
制
度
の
堅
持
お

よ
び
補
助
水
準
を
確
保
し
て
く

だ
さ
い
。

3.

国
民
健
康
保
険
の
運
営
の

主
体
は
、
今
後
と
も
公
営
国
保

と
国
保
組
合
と
し
、
建
設
国
保

を
育
成
・
強
化
し
て
く
だ
さ
い
。

【
中
央
総
決
起
大
会
に
参
加
し
て
】

浦
上
総
支
部
副
委
員
長

田
中
秀
則
さ
ん

組
織
拡
大
、
仕
事
確
保
・
賃

金
確
保
な
ど
、
各
種
運
動
に
対

し
て
は
様
々
な
取
り
組
み
が
な

さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
建
設

国
保
を
守
る
運
動
で
は
、
社
会

保
障
関
係
費
の
自
然
増
に
よ
り
、

国
保
組
合
へ
の
補
助
金
に
対
す

る
風
当
た
り
が
強
ま
っ
て
い
る
。

総
決
起
大
会
は
も
と
よ
り
、
推

薦
議
員
へ
の
要
請
、
全
国
の
仲

間
と
取
り
組
む
ハ
ガ
キ
要
請
な

ど
の
一
人
一
人
の
行
動
が
大
切

で
、
多
角
的
に
国
保
組
合
を
守

り
取
り
組
む
事
の
重
要
性
を
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。

〜
一
人
ひ
と
り
の
運
動
の
大
切
さ
を
再
認
識
〜
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健康保険適用除外とは
長建国保資格取得済みの方であれば、社会

保険の強制適用となる法人への組織変更など
でも、そのまま長建国保の資格を失わなくも
よい制度です。
（詳しくは3面に記載しています。）

全国より3,019名の仲間が集結！
若者が建設産業に入職できる環境作りのための賃金・単価の大幅引
き上げ、建設国保の育成・強化、国保補助の現行水準の確保を要求！

全建総連
6·26
仕仕
事事
とと
暮暮
らら
しし
・・
建建
設設
国国
保保
をを
守守
るる
たた
めめ

日比谷音楽堂

予予
算算
要要
求求
中中
央央
総総
決決
起起
大大
会会

7

▲西岡秀子衆議院議員へ要請書を手渡す ―議員会館にて―
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新
部
長
に
方
山
栄
治
さ
ん
（
大
浦
）
が
選
出

〜
資
格
取
得
等
の
数
多
く
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
る
〜

六
月
二
十
五
日
㈫
、
建
設
長

崎
本
部
会
館
に
お
い
て
本
部
青

年
部
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

浦
上
西
支
部
の
河
内
副
部
長

の
開
会
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
り
、

大
会
議
長
に
東
長
崎
支
部
の
本

田
幹
事
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
諫
早
支
部
の
村
上
部

長
と
舩
津
委
員
長
か
ら
の
あ
い

さ
つ
、
大
浦
支
部
の
方
山
事
務

局
長
よ
り
一
年
間
の
活

動
経
過
報
告
、
森
事
務

局
次
長
よ
り
新
年
度
の

活
動
方
針
に
つ
い
て
提

案
が
あ
り
、
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
大
会
で
は

青
年
部
か
ら
の
要
望
が

数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。①

大
村
支
部
の
高
取

さ
ん
よ
り
「
全
建
総
連

の
資
格
取
得
報
奨
金
と
は
別
に
、

建
設
長
崎
独
自
で
資
格
取
得
の

補
助
を
考
え
て
ほ
し
い
」
と
の

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

対
し
、
石
田
書
記
長
よ
り
「
検

討
の
余
地
は
あ
る
の
で
、
新
年

度
の
青
年
部
で
意
見
を
集
約
し
、

本
部
に
提
案
を
し
て
ほ
し
い
」

と
の
回
答
で
し
た
。

②
佐
世
保
東
支
部
の
茅
原
幹

事
よ
り
「
建
築
施
工
管
理
技
士

の
講
習
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

他
の
資
格
取
得
に
向
け
た
講
習

を
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
対

し
、
田
上
副
委
員
長
よ
り
「
受

講
を
望
む
声
が
多
け
れ
ば
検
討

し
て
い
く
」
と
の
回
答
で
し
た
。

③
方
山
事
務
局
長
よ
り
、「
若

手
組
合
員
が
、
引
退
さ
れ
る
先

輩
組
合
員
か
ら
、
使
わ
な
く

な
っ
た
道
具
や
作
業
場
を
安
価

で
提
供
し
て
貰
え
る
よ
う
な
繋

が
り
を
作
り
た
い
。
そ
う
い
っ

た
情
報
を
機
関
紙
で
募
集
で
き

な
い
か
」
と
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
田
上
副

委
員
長
よ
り
「
情
報
が
あ
れ
ば
、

機
関
誌
に
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

掲
載
し
て
い
く
」
と
の
回
答
で

し
た
。

数
々
の
討
議
後
、
新
年
度
役

員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
部
長
に

方
山
さ
ん
、
副
部
長
に
瀬
尾
さ

ん
と
副
島
さ
ん
、
事
務
局
長
に

河
内
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
村
上
前
部
長
よ
り
「
幹

事
を
二
年
、
事
務
局
長
を
三
年
、

部
長
を
五
年
、
全
部
で
十
年
間

も
本
部
青
年
部
と
し
て
活
動
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
も

青
年
部
員
と
し
て
協
力
し
て
い

く
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
皆
で
青

年
部
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
、
退
任
の
あ
い
さ

つ
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
佐
世
保
中
央
支
部

の
瀬
尾
副
部
長
の
閉
会
あ
い
さ

つ
後
、
方
山
新
青
年
部
長
の
人

生
初
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
に
て

青
年
部
大
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

新
体
制
で
気
持
ち
新
た
に
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く

七
月
三
日
㈬
建
設
長
崎
本
部

に
て
主
婦
会
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
天
気
と

な
り
ま
し
た
が
、
主
婦
会
員
、

本
部
役
員
、
書
記
局
員

含
め
総
勢
七
十
三
名
の

皆
様
に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
金
子
副
会
長

の
開
会
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
議
長
に
市
南
支
部

の
山
下
さ
ん
、
北
松
支

部
の
横
田
さ
ん
を
選
出

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

馬
場
会
長
・
舩
津
執
行

委
員
長
の
挨
拶
と
続
き

ま
し
た
。

議
事
に
入
り
、
山
形
副
会
長

に
よ
る
経
過
報
告
の
後
、
馬
場

会
長
よ
り
活
動
方
針
案
が
提
案

さ
れ
全
員
の
拍
手
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
令
和
元
年
度
よ
り
江

頭
新
事
務
局
長
を
迎
え
、
皆
様

方
の
ご
指
導
、
ご
協
力
の
も
と

主
婦
会
の
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
確
認
し
、
馬
場
会

長
の
音
頭
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ

を
三
唱
し
、
久
保
田
副
会
長
の

閉
会
の
挨
拶
で
無
事
終
了
し
ま

し
た
。

午
後
か
ら
は
、
長
崎
市
地
域

福
祉
課
よ
り
講
師
の
方
を
お
迎

え
し
て
「
知
っ
て
得
す
る
生
活

習
慣
病
予
防
講
座
」
と
題
し
て

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
初
め
に

座
っ
た
ま
ま
で
も
出
来
る
ス
ト

レ
ッ
チ
を
行
い
身
体
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
。
健
康
診
断
・
食
生

活
・
運
動
に
つ
い
て
の
お
話
し

を
聞
き
、「
人
生
一
○
○
年
」

健
康
で
過
ご
し
た
い
と
思
わ
せ

て
く
れ
る
講
演
で
し
た
。

全建総連は、組合員の資格取得による技術・技能の向上、
技能者育成を支援することを目的に技能者育成基金制度を
創設。2018年4月から資格取得による報奨金制度を実施。
「資格取得報奨金制度」では、取得した資格に応じ3千
～1万円を全建総連から申請者（組合）を通じて組合員の
方々へ支給します（対象資格は下表を参照）。

◎申請方法
①資格取得報奨金制度申請書（※要印鑑持参）
②資格取得を証明する書類（合格証書、修了証明書等）
以上を組合（各支部事務所）へ提出して申請を行って下さい。

◎申請時の注意点
・受講時に組合員であること。
・2018年4月1日以降に新たに合格した資格であること。
・組合費等の滞納（3ヶ月以上）がないこと。
・申請期限は資格取得から3年以内。

資格取得報奨金制度の対象資格・区分
区分1：10，000円
一級建築士、設備設計一級建築士、構造設計一級建築士、単一等級技能士、
一級技能士、一級施工管理技士、第一種電気工事士、電気主任技術者（第
一種、第二種）、電気通信主任技術者、給水装置工事主任技術者、登録基
幹技能者

区分2：6，000円
二級建築士、木造建築士、二級技能士、二級施工管理技士、第二種電気工
事士、電気主任技術者（第三種）、電気通信工事担当者、職業訓練指導員
免許

区分3：3，000円／作業主任者
ガス溶接、コンクリート破砕器、ずい道等の覆工、ずい道等の掘削等、採
石のための掘削、鋼橋架設等、コンクリート橋架設等、特定化学物質等、
鉛、四アルキル鉛等、木材加工用機械、地山の掘削、土止め支保工、型枠
支保工の組立て等、足場の組立て等、建築物の鉄骨の組立て等、木造建築
物の組立て等、コンクリート造の工作物の解体等、酸素欠乏・硫化水素危
険、有機溶剤、石綿

各
地
よ
り
一
七
七
名
が
参
加
し

年
に
一
度
の
交
流
を
深
め
る

六
月
十
三
か
ら
十
四
日
、
滋

賀
県
大
津
市
雄
琴
に
て
開
催
さ

れ
た
全
国
主
婦
交
流
集
会
に
佐

世
保
北
支
部
の
小
林
、
倉
富
今

回
二
度
目
の
参
加
で
す
。
堀
川

さ
ん
に
完
璧
な
準
備
を
し
て
頂

き
安
心
し
て
出
発
。

全
国
三
十
五
組
合
一
七
七
名

の
参
加
の
中
、
不
安
か
ら
始
ま

り
で
す
。
全
体
会
で
は
消
費
税

増
税
反
対
・
適
格
請
求
書
等
保

存
方
式
・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
見

直
し
な
ど
難
し
い
話
で
す
。
賃

金
運
動
・
組
織
拡
大
・
予
算
要

求
ハ
ガ
キ
要
請
・
平
和
を
守
る

取
組
み
・
主
婦
会
活
動
な
ど
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。
分
散
会
で

は
「
平
和
を
守
る
た
め
に
」
に

入
り
十
四
名
の
仲
間
で
す
。
平

和
を
守
る
為
に
街
頭
で
チ
ラ
シ

や
赤
紙
配
り
・
平
和
の
勉
強

会
・
署
名
活
動
・
要
請
ハ
ガ
キ

千
羽
鶴
作
成
な
ど
頑
張
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
長
崎
は
全
国
か
ら

千
羽
鶴
を
献
納
し
て
頂
い
て
い

る
の
で
お
礼
を
言
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
昨
年
長
崎
に
行
っ
て

大
変
良
か
っ
た
」、「
長
崎
の
方

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
名
所

巡
り
も
で
き
ま
し
た
」
と
お
礼

が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
後
泊
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
ま
た
、
悪
天
候
で
三
泊

に
な
り
ま
し
た
が
ご
配
慮
頂
き

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

倉
富

ミ
エ
子

全建総連技能者育成基金制度

資格取得で
報奨金を
GET！

本
部
青
年
部
大
会

6
／
25
各
支
部
よ
り
81
名
が
参
加

本
部
主
婦
会
総
会

7
／
3
総
勢
73
名
が
参
加

全
国
主
婦
交
流
集
会
6
／
13
〜
6
／
14

本
部
青
年
部
役
員
（
敬
称
略
）

部
長

方
山

栄
治

（
大
浦
支
部
）

副
部
長

瀬
尾

友
謙

（
佐
世
保
中
央
支
部
）

副
部
長

副
島

具
巳

（
大
村
支
部
）

事
務
局
長

河
内
俊
之
輔

（
浦
上
西
支
部
）

事
務
局
次
長

森

一
公

（
専
従
）

本
部
主
婦
会
役
員
（
敬
称
略
）

会
長

馬
場
ヒ
ロ
子

（
中
央
支
部
）

副
会
長

山
形
マ
ス
子

（
浦
上
西
支
部
）

副
会
長

金
子

嘉
子

（
佐
世
保
中
央
支
部
）

副
会
長

久
保
田
由
美
子

（
島
原
支
部
）

事
務
局
長

江
頭

孝
一

（
専
従
）

事
務
局
次
長

馬
場

久
恵

（
専
従
）

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第649号 2�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2019年（令和元年）7月15日発行
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《お申込みのお願い》

巡回健診のお申込みは
準備の都合上、実施日
の 2週間前までに組合
へお願いします。
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■巡回健診実施予定会場（下記会場の中からお選び下さい。）
会場（予定）

佐々町文化会館
建設長崎大村支部事務所
島原文化会館
相浦地区公民館
時津町北部コミュニティセンター

時間帯
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時

実 施 日
9月8日㈰
9月29日㈰
10月27日㈰
11月10日㈰
11月24日㈰

法法
人人
事事
業業
所所
はは

健健
康康
保保
険険
適適
用用
除除
外外
のの
承承
認認
がが
必必
要要
でで
すす

法
令
に
よ
り
法
人
事
業
所

（
従
業
員
五
人
以
上
を
有
す
る

個
人
事
業
所
含
む
。
以
下
「
法

人
事
業
所
等
」
と
い
う
。）
に

つ
い
て
は
、
社
会
保
険
の
強
制

適
用
事
業
所
と
な
り
、
そ
の
事

業
主
に
は
年
金
事
務
所
へ
の
届

出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

但
し
、
下
記
の
①
〜
③
の
場

合
に
は
、
法
人
事
業
所
等
の
事

業
主
は
、
健
康
保
険
適
用
除
外

承
認
申
請
書
を
事
実
発
生
日

（
法
人
設
立
日
、
雇
用
日
等
）

か
ら
十
四
日
以
内
に
所
轄
の
年

金
事
務
所
に
提
出
し
、
同
所
の

承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
年
金
事
務
所
の
承
認
を

受
け
る
こ
と
で
、
年
金
は
厚
生

年
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
健

康
保
険
の
適
用
は
除
外
さ
れ
長

建
国
保
に
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

先
般
、
健
康
保
険
の
適
用
除

外
を
さ
れ
ず
に
社
会
保
険
に
加

入
を
し
、
長
建
国
保
を
脱
退
さ

れ
る
方
を
多
く
見
受
け
ま
す
。

今
後
、
下
記
の
①
〜
③
が
発
生

す
る
場
合
は
事
前
に
所
属
支
部

ま
た
は
長
建
国
保
事
務
局
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
長
建
国
保
の
組
合
員
が
法
人

事
業
所
等
の
事
業
主
と
し
て

事
業
を
開
始
す
る
場
合
。

②
健
康
保
険
適
用
除
外
の
承
認

を
受
け
て
い
る
事
業
所
が
新

た
に
雇
用
す
る
従
業
員
を
長

建
国
保
に
加
入
さ
せ
よ
う
と

す
る
場
合
。

③
健
康
保
険
の
適
用
事
業
所
が

長
建
国
保
の
組
合
員
を
雇
用

し
た
場
合
。

巡回健診の実施について
多くの皆様に健康診断を受診していただけるよう、各地区巡回型による健康診断を開催します。
日頃からお忙しい皆様にも是非この健康診断を年に一度の健康チェックとしてご活用いただきます
ようご案内いたします。

■受診対象者
受診対象者は、本年4月1日現在で長建国保に加入している40歳以
上の方（同日現在の加入者で翌年3月31日までに40歳になる方を含
む）で、長建国保の特定健診受診券の交付を受けている方です。
尚、受診対象者以外の方でも自己負担2，000円で基本検査項目を受
診することが出来ます。
■受診申込方法
受診ご希望の方は、所定の「巡回健康診断申込書」にご記入の上、実施日の2週間前までに組合
支部窓口へお申込下さい。
お申込はFAX及び郵送でも受け付けています。
○FAXの場合：FAX番号 095－862－6246
○郵送の場合：〒852－8021 長崎市城山町29－26 長建国保宛

※お申込後、健診実施機関より健診日時及び注意事項など、詳細な受診案内書が送付されますので必ずご確認下さい。
■受診に必要なもの
特定健康診査受診券、保険証、健診機関から送付される受診票、実費（選択検査項目申込者のみ）、
検査用容器など
■巡回健診の検査項目
《基本検査項目》（受診者全員：自己負担なし）
身体測定（身長・体重・BMI・腹囲）、血圧測定、医師問診、尿検査（尿糖・尿蛋白）、血液検
査（脂質検査・肝機能検査・血糖検査）、胸部レントゲン検査、腎機能検査、心電図検査、貧
血検査、痛風検査、視力・聴力

《選択検査項目》（希望者のみ：一部自己負担）
■
毎
年
八
月
は

『
高
齢
受
給
者
証
』

の
切
替
時
期
で
す
。

七
〇
歳
以
上
の
方
に
は
、
七

十
五
歳
で
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
移
る
ま
で
の
期
間
、
長
建

国
保
よ
り
「
高
齢
受
給
者
証
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者

証
の
有
効
期
限
が
本
年
七
月
三

十
一
日
ま
で
の
た
め
、
八
月
一

日
以
降
は
新
し
い
高
齢
受
給
者

証
の
交
付
を
受
け
て
い
た
だ
き
、

病
院
等
で
受
診
さ
れ
る
際
に
は

保
険
証
と
一
緒
に
病
院
窓
口
に

提
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
切
替
の
対
象
と
な
る
皆

様
に
は
、
長
建
国
保
事
務
局
よ

り
高
齢
受
給
者
証
の
切
替
案
内

を
六
月
中
旬
頃
に
封
書
に
て
郵

送
し
て
い
ま
す
。

▼
所
得
課
税
証
明

書
の
ご
準
備
を

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
の
交

付
を
受
け
る
に
は
、
平
成
三
十

年
分
（
平
成
三
十
年
一
月
〜
十

二
月
）
の
収
入
金
額
に
係
る
所

得
金
額
、
課
税
標
準
額
な
ど
を

証
明
す
る
書
類
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
皆
様
に
は
、
必

要
書
類
を
ご
準
備
の
上
、
本
年

七
月
三
十
一
日
ま
で
に
は
切
替

の
手
続
き
を
お
済
ま
せ
頂
き
、

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
の
交
付

を
受
け
て
下
さ
い
。

▼
住
民
税
が
課
税

さ
れ
な
い
方

＝

公
的
証
明
書
が

必
要＝

平
成
三
十
一
年
度
の
市
民

税
・
県
民
税
が
〇
円
と
な
る
方

は
、
一
カ
月
毎
の
病
院
代
が
軽

減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場

の
住
民
税
窓
口
に
て
世
帯
で
長

建
国
保
に
加
入
し
て
い
る
全
員

分
の
所
得
課
税
証
明
書
の
交
付

を
受
け
て
組
合
へ
提
出
し
て
下

さ
い
。
詳
し
く
は
所
属
支
部
又

は
長
建
国
保
（
〇
九
五
㿌
八
六

二
㿌
八
四
六
三
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

長
建
国
保
か
ら
七
〇
歳
以
上
の
皆
様
へ

選択検査を受診される方は下記受診料金を健診当日に係員に現金にてお支払下さい。
受診料金（税込）
1，500円
2，000円
1，200円
無料

選択検査項目
胃がん検査（ペプシノーゲン）
胃がん（ＡＢＣ）検査（ペプシノーゲン＋ピロリ菌）
骨粗しょう症、骨密度検査
喀痰細胞診（肺がん3日間蓄痰）

受診料金（税込）
1，000円
1，500円
2，300円
無料

選択検査項目
前立腺がん検査

子宮頚がん検査（自己採取法）
肝炎検査（Ｂ型・Ｃ型）
大腸がん検査（検便2日分）

長崎県建設事業国民健康保険組合 指定温泉一覧表
入浴料金など変更になっている場合もありますので、詳細については各温泉施設までお問い合わせ下さい。 2019年7月1日

所在地
電話番号

長崎市
曙町39‐38
095‐862‐5555

長崎市
野母町692‐1
095‐893‐1133

長崎市
岩見町451‐23
095‐833‐1126

長崎市伊王島町
1丁目3277‐7
095‐898‐2202

西彼杵郡長与町
岡郷2762‐1
095‐887‐4126

西彼杵郡長与町
高田郷284
095‐856‐2631

西彼杵郡長与町
高田郷2289‐2
095‐856‐2617

諫早市本野7‐1
0957‐25‐8822

大村市
森園町663‐3
0957‐50‐1126

大村市
田下町17‐3
0957‐47‐8245

雲仙市小浜町
雲仙500‐1
0957‐73‐3273

雲仙市小浜町
南本町10

0957‐74‐3141

諫早市飯盛町
平古場279番地
0957‐28‐4141

利用者負担
（自己負担）

510円

350円

110円

200円

500円

100円

350円

400円

600円

360円

1，250円

780円

0円

300円

320円

160円

300円

350円

350円

350円

250円

300円

200円

300円

300円

200円

360円

330円

120円

240円

24円

270円

161円

210円

300円

280円

100円

補助券の額
（温泉券利用）

▲300

－

▲300

－

▲300

▲300

▲300

▲300

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

▲300

▲300

－

－

▲300

－

－

－

割引後の料金
（メンバーズカード）

810円

350円

－

－

－

－

650円

700円

900円

－

－

－

－

－

－

－

600円

－

－

－

550円

－

－

600円

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

規定料金

840円

400円

410円

200円

800円

400円

750円

800円

1，000円

360円

1，550円

780円

0円

600円

320円

160円

750円

350円

650円

350円

650円

300円

200円

700円

300円

200円

660円

330円

420円

540円

324円

270円

161円

510円

300円

280円

100円

平日料金
休日料金

通常料金

平日

休日

温泉施設
内場所

ホテル側

しまかぜ

利用区分

大人
（中学生以上）

小人
（3歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（4歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（3歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

大人
（中学生以上）

小人
（5歳以上）

幼児
（5歳未満）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

幼児
（6歳以下）

大人
（中学生以上）

小人
（3歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（4歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

幼児
（3歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

幼児
（4歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（4歳以上）

［外湯］大人
（中学生以上）

大人（高校生以上）
［7：30～16：30］

大人（高校生以上）
［16：30～22：00］

小人（2歳以上）
［7：30～16：30］

小人（2歳以上）
［16：30～22：00］

大人

小人
（12歳以上～16歳未満）

小人
（7歳以上～12歳未満）

幼児
（4歳以上～7歳未満）

指定温泉名称

稲佐山温泉
アマンディ

野母崎炭酸温泉
Alega 軍艦島

ふくの湯

i+Land nagasaki
（旧）やすらぎ伊王島

長崎温泉
喜道庵

道の尾温泉

ゆりの温泉

天然温泉＆
ホットヨガ
諫早もとの湯

サンスパ
おおむら
ゆの華

龍神温泉
かやぜの湯

青雲荘

望洋荘

いいもり月の丘

長
崎
・
西
彼
地
区

県

央

地

区

東彼杵郡川棚町
小串郷272
0956‐82‐2661

東彼杵郡川棚町
小串郷237
0956‐82‐6868

佐世保市
崎岡町853‐12
0956‐39‐4800

佐世保市
南風崎町449
0956‐59‐3939

東彼杵郡
波佐見町
長野郷558‐3
0956‐76‐9008

平戸市田平町
野田免210‐6
0950‐57‐1110

300円

400円

300円

350円

500円

400円

250円

260円

400円

300円

300円

200円

400円

400円

▲300

－

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

－

－

－

－

－

－

－

560円

－

－

－

－

700円

－

600円

400円

600円

350円

800円

400円

250円

700円

400円

600円

300円

200円

900円

400円

大人
（中学生以上）

幼児
（3歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

幼児
（3歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

幼児
（3歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

国民宿舎
くじゃく荘

※令和元年7月1日より

川棚大崎温泉
しおさいの湯
※令和元年7月1日より

ザ・パラダイス
ガーデン サセボ
（※1）

ホテルローレライ
ばってんの湯
（※1）

はさみ温泉
湯治楼

平戸たびら温泉
サムソンホテル

県

北

地

区

（※1）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額となり、補助券の使用は出来ません。
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円6,036,723

4,898,775

3,029,754

3,902,745

1,572,816

2,256,366

945,903
410,781

５ 10 1５ ２０ ２５ ３０ ３５ ４０
年（掛金納付期間）

運用利益運用利益運用利益

掛金総額掛金総額掛金総額
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建
退
共

浦上西
支部

親
睦
旅
行
会
嬉
野
温
泉

〜
美
肌
の
湯
で
若
返
り
〜

六
月
二
十
三
〜
二
十
四
日
、

中
央
支
部
で
は
親
睦
旅
行
会
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
総
勢

十
八
名
と
少
な
か
っ
た
で
す
が
、

全
員
が
乗
車
す
る
と
、
支
部
長

の
あ
い
さ
つ
、
続
い
て
乾
杯
へ

と
移
り
、
宴
会
さ
な
が
ら
の
支

部
旅
行
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

最
初
の
目
的
地
は
家
具
の
街

で
有
名
な
福
岡
県
大
川
町
へ
。

こ
こ
で
は
、
建
具
な
ど
を
釘

を
使
わ
ず
木
と
木
を
組
み
付
け

て
作
る
技
法
の
ひ
と
つ
「
組

子
」
を
使
っ
て
様
々
な
図
柄
の

細
工
を
施
す
大
川
組
子
を
体
験
。

職
人
さ
ん
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、

実
際
に
作
っ
て
い
き
ま
す
。
職

種
は
違
え
ど
、
組
合
員
さ
ん
た

ち
に
と
っ
て
は
簡
単
な
作
業
か

と
思
っ
て
い
る
と
思
わ
ぬ
伏
兵

が
！「
組
子
」で
使
用
す
る
葉
っ

ぱ
と
呼
ば
れ
る
木
片
は
指
先
ほ

ど
の
小
さ
さ
で
、
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
「
小
さ
す
ぎ
て
み
え
な

い
！
老
眼
鏡
が
い
る
」
と
口
々

に
。
し
か
し
そ
こ
は
さ
す
が
に

組
合
員
さ
ん
た
ち
で
す
、
長
年

の
経
験
を
頼
り
に
見
事
に
組
子

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
大
川
組
子
の
素

晴
ら
し
い
作
品
を
鑑
賞
、
工
場

を
見
学
。
最
新
の
機
械
か
ら
、

長
年
使
い
込
ま
れ
た
鉋
や
の
み

な
ど
、
建
具
職
人
な
ら
で
は
の

道
具
に
皆
さ
ん
興
味
深
々
で
し

た
。大

川
を
あ
と
に
し
次
の
目
的

地
は
柳
川
へ
。

柳
川
の
川
下
り
。
川
下
り
と

い
っ
て
も
実
際
に
は
お
堀
で
す

の
で
、
お
堀
め
ぐ
り
に
な
る
わ

け
で
す
が
、
船
頭
さ
ん
の
軽
快

な
ト
ー
ク
に
暑
さ
も
忘
れ
、
水

郷
柳
川
に
笑
い
声
が
響
き
渡
り

ま
し
た
。

宿
泊
は
美
肌
の
湯
で
有
名
な

嬉
野
温
泉
へ
、
皆
さ
ん
お
風
呂

に
入
り
若
返
り
元
気
に
な
っ
た

の
か
、
宴
会
で
は
カ
ラ
オ
ケ
に

踊
り
に
と
大
盛
り
上
が
り
で
し

た
。二

日
目
は
、
鹿
島
の
祐
徳
稲

荷
神
社
へ
参
拝
。
そ
の
後
は
近

く
の
肥
前
浜
宿
地
区
へ
。
こ
こ

は
、
宿
場
町
、
港
町
と
し
て
栄

え
た
古
い
歴
史
を
持
っ
た
町
で

白
壁
土
蔵
や
茅
葺
町
家
な
ど
伝

統
的
な
建
物
が
残
っ
た
町
で
す
。

酒
造
で
の
見
学
と
お
酒
の
試

飲
を
楽
し
み
、
ま
た
昭
和
の
部

屋
を
再
現
し
た
コ
ー
ナ
ー
で
は

昔
懐
か
し
の
品
々
が
展
示
さ
れ

て
お
り
、
皆
さ
ん
昔
を
懐
か
し

ん
で
い
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
の
二
日
間
、

た
く
さ
ん
の
お
土
産
と
思
い
出

を
胸
に
中
央
支
部
の
親
睦
旅
行

会
は
無
事
に
終
了
い
た
し
ま
し

た
。

建
設
業
退
職
金
制
度
は
と
て
も
有
利
で

将
来
の
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

建
退
共
は
建
設
業
の
現
場

で
働
く
方
を
対
象
に
し
た
国

の
退
職
金
制
度
だ
か
ら
安
全

確
実
。
さ
ら
に
掛
け
金
の
一

部
を
国
が
補
助
。
長
く
掛
け

れ
ば
掛
け
る
ほ
ど
有
利
に
な

り
ま
す
。

建
設
業
の
事
業
主
が
、
建

設
現
場
で
働
く
労
働
者
の
共

済
手
帳
に
働
い
た
日
数
に
応

じ
て
共
済
証
紙
を
貼
り
、
そ

の
労
働
者
が
独
立
し
て
事
業

主
に
な
っ
た
時
、
建
設
業
以

外
に
転
職
し
た
時
、
ケ
ガ
な

ど
で
建
設
業
で
働
け
な
く

な
っ
た
時
、
五
十
五
歳
に

な
っ
た
時
な
ど
に
、
国
で
定

め
ら
れ
た
基
準
に
よ
り
、
退

職
金
が
計
算
さ
れ
て
確
実
に

支
払
わ
れ
ま
す
。

【退職金額早見表】

親
睦
旅
行
会
別
府
温
泉

〜
梅
雨
で
も
雨
降
ら
ず
、
日
頃
の
行
い
に
感
謝
〜

西
彼
支
部
で
は
、
六
月
二
十

九
日
㈯
〜
三
十
日
㈰
に
支
部
旅

行
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
全
部
で
六
十
二
名
。

バ
ス
二
台
を

貸
し
切
り
、

別
府
温
泉
に

向
か
い
ま
し

た
。朝

、
六
時

五
十
分
に
長

与
を
出
発
。

時
津
、
琴
海
、

西
彼
、
西
海

を
経
由
し
、

ま
ず
は
キ
リ

ン
ビ
ー
ル
工

場
へ
。
い
か

に
一
番
絞
り

が
贅
沢
な

ビ
ー
ル
な
の

か
と
い
う
講

義
を
一
時
間
受
け
、
そ
の
後
、

ジ
ョ
ッ
キ
で
一
番
絞
り
を
三
杯
、

無
料
で
試
飲
さ
せ
て
貰
い
ま
し

た
。そ

の
後
、
太
刀
洗
平
和
記
念

館
を
見
学
。
町
立
で
こ
ん
な
立

派
な
も
の
を
運
営
し
て
い
る
こ

と
に
大
変
驚
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
ま
ず
は
血
の
池

地
獄
へ
。
水
虫
に
特
に
よ
く
効

く
軟
膏
を
、
皆
さ
ん
沢
山
買
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
の
街
並

み
散
策
で
は
、
一
〇
〇
年
以
上

続
く
商
店
を
見
て
回
り
、
宇
佐

神
宮
で
は
家
業
繁
栄
、
夫
婦
円

満
を
祈
願
し
ま
し
た
。

梅
雨
時
期
に
も
関
わ
ら
ず
、

奇
跡
的
に
降
雨
に
な
ら
ず
、
日

頃
の
皆
さ
ん
の
行
い
に
大
変
感

謝
し
て
い
ま
す
。
二
年
後
も
支

部
旅
行
を
企
画
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
是
非
、
皆
さ
ん
、

ご
参
加
下
さ
い
。

（
岩
崎
喜
三
郎
）

三
重
・
畝
刈
分
会

合
同
釣
り
大
会

浦
上
西
支
部
で
は
、
六
月
九

日
㈰
、
毎
年
恒
例
の
釣
り
大
会

を
三
重
分
会
・
畝
刈
分
会
の
合

同
で
総
勢
十
一
名
の
参
加
で
開

催
し
ま
し
た
。

朝
六
時
半
に
集
合
し
、
風
も

な
く
気
温
も
そ
こ
ま
で
上
が
ら

ず
に
、
絶
好
の
釣
り
日
和
の
中
、

三
艘
に
て
出
港
し
ま
し
た
。

恒
例
行
事
で
、
皆
さ
ん
楽
し

そ
う
に
、
懇
親
を
深
め
な
が
ら

の
釣
り
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

ケ
ガ
や
事
故
も
無
く
、
釣
果

の
方
も
ま
ず
ま
ず
で
し
た
。

来
年
以
降
も
開
催
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

大
漁
賞
小
瀬
良

隆
志
さ
ん

大
物
賞
濱
口

信
夫
さ
ん

【退職金カーブ】

☆
建
設
長
崎
教
宣
部
よ
り
☆

建
設
長
崎
教
宣
部
で
は
、
組
合
員
・
家
族
の
声
を
で
き
る

だ
け
紙
面
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
仕
事
・
生
活
の
こ
と
や
、
身

近
な
楽
し
い
た
よ
り
な
ど
投
稿
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
教
宣
部
（
新
聞
）
に
つ
い
て

何
か
ご
意
見
ご
希
望
等
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
ハ
ガ
キ
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

令和元年度 支部大会開催日程
令和元年度の支部大会を下記日程で予定しています。この一年
間の活動の報告と新年度の活動方針等についてそれぞれ協議され
ます。
組合員の皆様にはご出席頂きますようお願いいたします。

会 場

長崎地区労会館2F

大浦区民センター

長崎南商工会

東長崎支所

組合本部

組合本部

時津町北部コミュニティセンター

諫早市勤労者福祉会館

支部事務所

ウエディング石川マーキーズ

JAさせぼホール

広田地区公民館

中里皆瀬地区公民館

サンパーク吉井

平戸海上ホテル

※日程、会場については変更になる場合があります。

開催期日

19：00

19：00

19：00

18：30

19：00

19：00

19：00

19：00

19：00

18：00

18：00

19：00

19：00

18：30

18：00

9月10日㈫

9月6日㈮

9月4日㈬

9月2日㈪

8月23日㈮

9月9日㈪

9月11日㈬

8月29日㈭

8月22日㈭

9月12日㈭

8月28日㈬

8月30日㈮

8月26日㈪

9月13日㈮

8月27日㈫

支部名

中 央

大 浦

市 南

東 長 崎

浦 上 西

浦 上 東

西 彼

諫 早

大 村

島 原

佐世保中央

佐 世 保 東

佐 世 保 北

北 松

平 戸

●一人親方も加入できます
一人親方はご自身で自分自身の積立を
行う事ができます。月々の掛金は6，550
円。組合が事務組合となって、一切の
事務手続きを代行します。

毎月の組合費といっ
しょに引き落します。

月掛け金
6，550円

退職金額
23，436円
48，174円
76，167円
156，240円
410，781円
945，903円
1，572，816円
2，256，366円
3，902，745円
6，036，723円

年数（月数）
1年（12月）
1年6月（18月）
1年11月（23月）
2年（24月）
5年（60月）
10年（120月）
15年（180月）
20年（240月）
30年（360月）
40年（480月）

中央
支部

西彼
支部

▲昭和の街並みにて

▲祐徳稲荷神社にて

▲恒例行事の釣り大会

老
後
の
安
心
積
立

※
こ
の
退
職
金
額
表
は
平
成
28
年
4
月
以
降
に
加
入
し
た
人
の
場
合
で
す
。

退
職
金
水
準
の
見
直
し
は
数
年
毎
に
行
わ
れ
ま
す
。

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第649号 4�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2019年（令和元年）7月15日発行


